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’まえがき

　この資料は，1977年8月7日に最初の噴火活動を開始して，1978年10月まで噴火活動

を継続した北海道有珠山の噴火によってもたらされた樹木被害と泥流の実態について調査し

た報告である．

　なお，この調査は，科学技術庁の特別研究促進調整費による「1977年有珠山噴火に関す

る特別研究」の一環として，当センターが株式会社「画像工学研究所」に委託して行なった

ものである．

＊　国立防災科学技術セソター 第3研究部
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1977年有珠山噴火による降灰及ぴ泥流による被害調査資料

1。植生被害調査

　1－1　現地調査期間と調査範囲

　植生被害調査は有珠山周辺の降灰量の多い地域拾よぴ8月14日撮影の空中写真上で倒木

被害が顕著な洞爺村，虻田町を中心として，1O月6日から13日．までの8日間実施した。

　1－2　謂査項目と方法

　調査は樹木を対象とした。耕作地については調査期が降灰後約2ケ月を経過していたため，

相当復旧作業が拾こなわれていること，また，作物の種類が多く，それぞれの被害の程度を

とらえる指標を何にすれぱよいか，などの問題点があったため，ごく一部の畑耕作地での被

害状況を参考資料として収集するにとどめた。したがって，植生被害の空中写真の判読図化

に際しても，その対象を林地に限定して拾こなった。

　調査項目ば，植生被害の指標として適当なものでなけれぱなら友い。今回の調査では，倒

れの有無，幹・枝の折損程度，植物体への灰の付着程度，葉の状態とし，その他，その調査

地点に拾ける降灰の深度，その組成，拾よぴ移動状況などについても調ぺた。

　調査対象樹木の樹種ぱ，空中写真の判読を前提としたため，広葉樹，カラマツ，トドマツ

拾よぴそれらの混交林としての判別がわかれぱよいのであるが，広葉樹に関しては出来る限

りその樹種名を記載した。　しかし，降灰のため落葉したものについてぱ樹種判定が困難な

ものがあり，それらは不明として調査票に記載するものとした。また，調査対象樹木の樹高

については目測値を記載した。

　　倒れの有無，拾よぴ幹・枝の折損程度は植生被害の最も適当な指標となると考えられ，

かつ空中写真の判読の際にも，落葉状態と同様，判定しやすい指標である。

　　倒れの判定は枝葉の一部が地表に達するほどに樹木全体が傾いているものとし，それ以

外は傾斜として区分した。現実にはそのように中途半端な状態のものは少く，傾斜に区分さ

れたものはごく一部であった。幹・枝の折損程度の判定は，倒れの判定ほどには容易でなく，

特に広葉樹の場合は，どの程度をもって幹の折損（樹木全体の被害）とするかが問題とされ

たが，今回の調査に拾いては空中写真上の画像昌樹冠像との対応を考えて，樹形の乱れの程

度のひどいものを主幹折れと同じに扱うこととした。

　　灰の付着は，樹木被害のメカニズムを検討する重要な指標であると考えられるが，調査

期が降灰後2ケ月を経過しており，その後の降雨によって洗い落された部分もかなりあり，

’また葉部の灰の付着ぱ落葉したものについては判定できないという問題があるため，参考デ

ータとして取り扱うぺきものと思われる。

　　葉の状態は，主に藩葉広葉樹の被害程度をとらえるための指標としてとりあげたもので

ある。したがって落葉のすすんでいるもの（葉量の低下が認められるもの），落葉せずに枯

死しているもの，ネクロンスを起しているもの，全落葉後，新芽を吹き出しているものなど，

それぞれの特徴を記載するものとした。
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　以上の調査項目について，1地点10本のサンプル木を対象として調査をおこなった。

この時，調査対象樹木にはテープで番号付けをおこなったが，これは植生の被害程度を1回

の調査結果のみによって判定することには危険があると考えられたため，系時的な変化を追

跡調査するぺきとの判断より実施したものである。

調査地点位置図
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日
52．1O．7　　　1　　■　1　　1　　■　　　　　　　　　　　■　I

写真蚕号
調　査　番　号　　　　　’ 調　査　地　点 有珠外輪山北側

地　　　　　形 外輪山外側斜面 斜［血i位肚・力向・傾斜 尾根直下　北西　20～25。

降　灰　深　度 1O～60㎝一
降灰の組成・特徴 表面は細粒の火山灰がセメント状に覆う。φ3㎝同1」後の軽石多

移　動　状　況 下方へ移動を開始している。リル発達
植　生　状　況 枝は完全に欠損しており，主幹のみが残存，ほほ枯死状態
植生被害タイブ A1

枢生被害調査表
κ 樹 樋 樹 鳥 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付茄 葉の状態
1 2π 無 著 多 全く無し
止
■
…
2

u一［11一■』　　⊥■■■　■　　■　　　■■ ■　　■1■　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　■皿　4m 一■1　■■■■1■■■1　〃 1⊥’11－1o

イタヤカェデ 〃 〃

■
■
1
3

■■ユ　　L■　　　　　■■　　　　　　　　」■ 1　　　　　1■

ヤマザクラ 4〃 〃 〃 〃 〃

4 ヤマザクラユ’… 　4π1■　　　　　■　　　　…　　　’■　　　　　　　　■
〃 〃 〃 〃

…5 4肌 〃 〃　　　〃L■■　　’1■　　■　　　　　　　　一■一1 〃

■皿■… ■■■　　　　1　　　　』一 皿　　　　　　　■■

6 ヤマザクラ 4㎜ 〃 〃 〃 〃

7
3
柵
一
■ 〃 〃 〃 〃

■ ■■■■」
8 4㎜ 〃 ’’

1’ 〃

9 6π 〃 〃 〃 〃

10 7π 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折損率　　主幹の倒れは認められ在い。折損あるも少ない。

落葉状況 全落葉

降灰断面

1O

褐灰（1OYR5／1）レキ（φ3〃〃）にトム砂土
表層部はセメント状の盤を形成

灰白～灰（7．5YR8／1～N6／O）軽石層（φ20～50〃例）

レキ土

　　　（参考断面）
（㎝）
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調査年月日 52．1O．7 写真番号
調査番号 N0－1 調査地点 有珠外輪山北側

地　　　　形 外輪山内側斜面 斜面位置・方向・傾斜 尾根直下　南東　15～20。

降灰深度 30㎝ユ

降灰の組成・特徴 φ2～3㎝の軽石が多い。15～30㎝の火山レキあり。

移動状況 表層部は下方へかなり移動。一部にリルが見られる。

植生状況 主幹樹皮に火山レキの弾痕状のキズ顕著　新芽が吹いている。
植生被害タイブ A1

植生被害調査表
κ 樹 種　樹 古

同 倒れの有無 校幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 イタヤカェデ 5吻 無 著 多

■
新芽吹出し

2 ■〃 〃 〃 〃

3 イタヤカェデ　　　1　　　　■ 5㎜ 〃 〃 〃 〃

■

4
イタヤカエデ　　　　　5〃　　⊥　　　　　　　■　　　　　　　■　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　■■　皿

〃 〃 〃■■　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　1

〃

5 ■一　　　　　　4㎜■■■■　　　　　1　　　■■■■■■■■■■■■■■■一L　　■
〃

■

1
全く無し　■　　　　　］

6 ．．．．て一 〃 ‘一

7 10腕 〃

8 ホオノキ ”＿ 〃

■　　　■

9 ’3㎜ 〃 〃

1
多 全く無し

10 ヤマザクラ
7
㎜
一 〃 〃 〃

■倒れ・主幹の折損率 枝の折損が顕著であり，倒れ・主幹折損ぱ少ない。

落葉状況 全藩葉 1
降灰断面

7
褐灰（1OYR5／1），レキ（φ3躰腕），軽石（φ1O例例）にトム砂土

灰白（2．5Y7／1），軽石層（φ1O～30π刎）

レキ（φ150～300“〃）あり，レキ土

　　　　（参考断面）

30

（㎝）
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日 52．10，7 写　真　番　号
調　査　番　号 m－3 調　査　地　点 有珠外輪山北西側
地　　　　　形 外輪山外側斜面 斜面位置・方向・傾斜 尾根直下　北西　25～30。
降　灰　深　度 10～20㎝一
降灰の組成・特徴 レキはほとんどなく，細粒の火山灰のみがセメント状に固結
移　動　状　況 軽石層はすでに下方へ移動したと推定される。リル発達
植　生　状　況 枝ぱ完全に欠損して拾り，主幹のみが残存。ほぼ枯死状態
植生被害タイプ A1

植生被害調査表
κ 樹　　　種 樹　　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 5例 無 著 多 全く無し

2 6例 〃 〃 〃 〃

3 7㎜ 〃 〃 少 〃

4 ンナノキ 7例 〃 〃 〃 〃

5 6腕 〃 〃 多 〃

6 イタヤカェデ 5㎜ 〃 〃 少 新芽吹出し

7 6刎 〃 〃 〃 全く無し

8 7柵 〃 〃 多 〃

9 カツラ 17π 〃 〃 〃 〃

10 4腕 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折損率　　　主幹の僅れは認められない。折損あるも少ない。

藩葉状況　　　全落葉

降灰断面

褐灰（10YR5／1）レキ（φ3ππ）にトム，砂土

表層が緊まって盤を形成

（㎝）

つ
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調査年月日 52．1O．7 写　真　番　号
調　査　番　号 m．4 調　査　地　点 全日空の寮裏，左側の沢上

地　　　　　形 媛傾斜尾根部 斜面位置・方向・傾斜 山腹下部　北　5二10。
降　灰　深　度 8㎝一

降灰の組成・特徴 ほとんとがφ2～5㎝の軽石。火山灰層は流出したか？
移　動　状　況 リルなし

椛　生　状　況 葉量は少ないが残葉あ㌦枝折れはほとんどなし。
枢生被害タイプ A4

村吐被｝洲査表
κ 樹　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 シラカンバ 12肌 無 無 少 ほぼ良好

2 シラカンバ 14㎜ 〃 〃 〃 落葉
3 センノキ 8π 〃 〃 ’’ ほぼ良好

4 ド回ノキ 18例 〃 ’’ 〃 〃

5 ハンノキ　1’ 〃 〃 〃 落葉
　14π一1　　　　　　　　　　■　　…　　　　　　L　　L■止　5〃

6 〃 少 多 新芽吹出し
■■　　　　　　　　　　　　　　■　　　■

7 シラカンバ 13〃 〃 無 〃 ほぼ良好

8 ンラカンバ 17柵 〃 〃 ’’

落葉
9 シラカンバ 18腕 〃 〃 〃 〃

1O ドロノキ 16〃 〃 〃 〃 ほぼ
倒れ・主幹の折損率　　　O％

落　葉　状　況　　　　50％落葉

降灰断面

8騒 灰白～灰（7．5Y8／1～N6／0）軽石（φ20～50“例）にトム，砂土

（参考断面）

（㎝）

、’

．・ζ
3
’

　　　■鯖激　　　1　　　1　　　・小．
　　　●　　　　‘
　練　　　、　　　■
　．。一’・

ラ

1　・・　■　・．
㌔
．

4

、
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日 52．1O．8 写　真　番　号
調　査　番　号 N0－5 調　査　地　点 スキ■場下
地　　　　　形 河岸段丘 斜面位置・カ向・傾斜 段丘上　東北東　5。

降　灰　深　度 12㎝一

降灰の組成・特徴 レキはほとんどなく，細粒の軽石片とシルト質火山灰が層理を形成

移　動　状　況 ほとんどなし
杣　‘1三状　況 ンルト質の火山灰付着による倒れ・枝の折損が顕著
植生被審タイプ C2

植生被害調査表
κ 樹　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 ハンノキ 6π 倒 著 多 全く無し
2 ハンノキ 9π 無 〃 少 〃

3 ハンノキ 5刎 〃 〃 〃 〃

4 ハンノキ 12〃 倒 〃 〃 ’’

5 ハンノキ 11㎜ 無 〃 〃 〃

6 ．ナガバヤナギ 8π 〃 〃 〃 ほとんど無し
7 ハンノキ 14π 倒 〃 〃 全く無し
8 ハンノキ 8π 無 〃 〃 新芽吹出し
9 ハンノキ 9〃 倒 〃 〃 ほとんど無し
1O ナガバヤナギ 11㎜ 〃 〃 〃 新芽吹出し
倒れ・主幹の折損率　　　50％

落莱状況　　全落葉新牙吹出しあり

降灰断面

9．O

11．O

12，0

（㎝）

灰（N4／O）ンルト質火山灰，砂壌土，レキ在ピ

褐灰（1OYR6／1）細粒軽石（φ1“〃）にトム，砂土

灰（N4／0）シルト質火山灰，砂壌土（第一層より粒径粗）

黒褐～黄褐（2．5Y3－5／1）細粒軽石（φ1㎜π）にトム，砂土

褐灰（10YR5／1）細粒軽石（φ1“π）にトム，砂土

灰（N5．5／0）シルト質の火山灰，砂壌土

・1
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調査年月ほ 52．10．8

調査地点 スキー場下部

地　　　　形 山麓緩傾斜地 斜面位雌・カ向・傾斜 北東　　10。

降灰深度 1O㎝
降灰の組成・特徴 レキなし　細粒の軽石片とシルト質火山灰が層理を形成

移動状況 ほとんどなし　スキー場ゲレンデ内でぱリルが発達

植生状況 ンルト質の火山灰付着による倒れ・枝折損顕著
植生被害タイプ C1

植生被害調査表
κ 樹　　不1正 樹　　砧 倒れのイ互無 枝幹の折独 灰の付着 葉の状態
1 カラマツ 12π 無 少 多 残存

2 〃 5㎜ 倒 多，主幹折 〃 全く無し

3 〃 6〃 ’’ 多 11 残存

4 〃 10〃 無 多，主幹折 〃 〃

5 　〃1　　　」u　■1　　1　　　　　oo…■　　1 8π 〃 〃 〃 〃
6
I
　
　
　
I 　〃■1…■　　」　　　’　　　　　　　■　　■　　　　■　　　　　　　■ 5吻 〃 少 〃 全く無し

7 〃 6㎜ 〃 多，主幹折 〃 残存

8 〃 1Oη 倒 少，主幹折 〃 〃

9 〃 9㎜ 〃 〃 〃 〃

10 〃 10π 無 多，主幹折 〃 〃

倒れ・主幹の折損率　　　70％

落葉状況　　枯死状の2本は全落葉も他は落葉せず

降灰断面

7．5

9．O

1O．O

（㎝）

灰（N4／O）シルト質火山灰　砂壌土　レキなし

褐灰（10YR6／1）細粒軽石（φ1胴π）にトム，砂土

灰（N4／0）シルト質火山灰，砂壌土（第一層よりも粒径粗）レキなし

黒褐～黄褐（2．5Y3，5／1）細粒軽石（φ1ππ）にトム，砂土

褐灰（1OYR5／1）細粒軽石（φ工㎜）にトム，砂土

灰（N5．5／O）シルト質火山灰　砂壌土　レキなし

〃
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‘凋査年月一 52．1O．8 写　典 番　号

調　査 番　号 m7 調　査 地　点 スキ■場上部
地 形 山頂平坦面 斜面位置・方向・傾斜 尾根部 北 5o

降　灰 深　度 9απ

降灰の組成・特徴 レキなし 細粒の軽石片とシルト質火山灰が層理を形成
移　動 状　況 少ない

植　生 状　況 枝・幹の折損が著しい広葉樹林
植生被害タイプ C2

植生被害調査表
κ 樹　　　種 樹　　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 8例 無 少 多 良好

1O㎜ 〃 〃 ’’ ほぼ良好

3 6例 傾斜 〃 少 枯死多

4 ハンノキ 8π 無 少，主幹折 〃 〃

5 8肌 倒 多 〃 ほとんど無し

6 12〃 無 多，主幹折 11 全く無し

7 ヤンヤブン 10㎜ 〃 〃 〃 枯死多

8 〃 12肌 〃 少，主幹折 〃 〃

9 8π 倒 多 〃 ほと雌」
10 イタヤカェデ 9肌 ’1 少 〃 枯死多

倒れ・主幹の折損率　　　60％

落葉状況　　80％が落葉，あるいは枯死している。

降灰断池i

90

灰（N4／O）シルト質火山灰　砂壌土　レキなし

褐灰（1OYR6／1）細粒軽石（φ1〃π）にトム　砂土

灰（N4／O）シルト質火山灰　砂壌土（第一層よりも粒径粗）レキ在し

黒褐～黄褐（2．5Y3．5■1）細粒軽石（φ1〃π）にトム，砂土

褐灰（10YR5／1）細粒軽石（φ1〃〃）にトム，砂土

灰（N5．5／0）ンルト質火山灰，砂壌土，レキなし

（㎝）

圭狐嚢磁w
　　・1・

烈

“紛
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国立防災科学技術センター研究速報第41号 1980年3月

調査年月日 52．10．8 写真番号
調査番号 m8 調査地点 スキー場わき
地 形 山蟹媛斜面 斜面位置・方向・傾斜 斜面下部北東 5～1Oo

降灰深度 12㎝一

降灰の組成・特徴 シルト質の火山灰と細粒の軽石片が層理を形成

移動状況 リルが発達

植生状況 倒木の非常に多いカラマツ人工林

植生被害タイ7 CO

杣ぺ三被仰調査衣

κ 樹　　　種 樹　　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 カフマツ 8　㎜ 倒 多 多 ほぼ生存

2 〃 12　㎜ 無 多，主幹折 〃 ほとんど無し
1　1　　止　　　　　　　止　■

3 〃

6　〃 倒 多 〃 〃

4 〃

6　π 無 少，主幹折 〃 〃

5 〃 4．5〃 〃 多，主幹折 1’ 全く無し
’
o
η
‘

〃
〃

4　π8　腕 ．久．．ま幹近＿　　多
〃

〃

8 〃

6　㎜ 〃 〃 〃 全く枯死
9 〃

7　π 〃 〃 〃 〃

10 〃

9　〃 〃 〃 〃 ほとんど無し
倒れ・主幹の折独率　　100％

洛葉状況　　90％が枯死状態で落葉

降灰断面

9，0

10，5

12．O

（㎝）

灰（N4／O）シルト質火山灰砂壌土

褐灰（1OYR6／1）細粒軽石（φ1㎜）にトム，砂土，レキ（φ3〃〃の軽石）

7クム
灰（N4／O）シルト質火山灰，砂壌土，レキなし

黄褐（2．5Y4／1）細粒軽石（φ1“π）にトム　砂土（粗砂）

褐灰（10YR6／1）細粒軽石（φ1〃π）にトム砂土（粗砂）レキ（φ3㎜の
軽石）フクム

灰（1OY5／1）シルト質火山灰　砂壌土
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

‘洲査年月1」 52．10．8　　　■　　　　　　■　　　　■　　　　　■　　1　　　　　　　　　■　1　　■　　　　　　1

η典並号
N0－9 調　査　地　点 木の実団地の沢上部

地　　　　　形 尾根上平坦面 斜面位雌・カ向・傾斜 標局280〃　5。
降　灰　深　度 45㎝1
降灰の組成・特徴 φ2～3㎝の軽石を主とするレキ分が非常に多い。植物遺体のぱさみ込みあり。

移　動　状　況 沢にむかって数条のリルが発達
植　生　状　況 降灰は多いが，倒れはなく，枝の折損も軽微
梱生被害タイブ A2

械生被害調査表
κ 樹　　種 樹　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付描 葉の状態
1 12〃 無 少 少

■一…　　　　　　　　　L■
ほとんど無し

2 1O肌 〃 〃 〃 〃

』■一■一■　　　　　…

3 ホオノキ 6〃 〃 〃 〃 〃

4 ハンノキユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　■ 　10〃■　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　1」　止11　　　　■　　　　　1

〃 〃 〃 新芽吹出し
5 イタヤカェデ 〃 　〃■■■　　　　　　　　…　　　　　　L■　　　　1　　　　　1　　　－　1

　〃凹■　　　　　　■　　　　　　　■

！
12〃　■　　　1　　　1

　〃川　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　…皿』　　　■　　■ 〃 〃

7 オヒョウ 1O閉 〃 〃 〃 ほとんど無し
8 ヤナギ 1Oπ 〃 〃 〃 新芽吹出し
9
■

ハンノキ皿LL　　　　　　　　　　　■　　　　　　　一■皿1　　■　　　1

7π 〃 〃 〃 〃
■■　　　L■　　■　■

1O イタヤカェデ 7刎 〃 〃 〃 全く無し
倒れ・主幹の折狽考　　　O％

落　葉　状　況　　　　100％　新芽吹出しがかなり認められる

降灰断面

灰（7．5Y5／1）レキ（φ2冗〃）をフクム砂土

灰，灰白（N6／0，2．5Y7／1）粗粒軽石（φ10～50〃π）よりなるレキ層

オリーブ黒（7．5Y3．5／1）第一層と同様なレキ（φ2π腕）を7クム砂土
緊まって盤を形成

黒褐～黄褐（2．5Y3．5／1）粗粒軽石（φ5～30㎜）よりなるレキ層

褐灰（10YR4／1）粗粒軽石（φ5～70㎜）よりなるレキ層。
植物遺体（葉・枝）のはさみ込みあり

黄灰（2．5Y4／1）上層より粒径の細い軽石岩片（φ2～1O〃π）にすこぷ
るトム　砂土

（㎝）

・燃1
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号 1980年3月

調査年月H 52．1O．9 写真番号
調査番号 m1O 調査地点 四十三山への道沿い

地　　　　形 山麓緩傾斜面 斜面位置・方向・傾斜 尾根下部　北東　20～25。

降灰深度 2απ

降灰の組成・特徴 φ1～2㎝程度の軽石が主で火山灰は少ない。

移動状況 なし

植生状況 ドロ，カンバを主とする落葉広葉樹林

植生被害タイプ A4

榊生被害調査表
κ 樹　杣 樹　1高 倒れの有無 枝幹の折狽 灰の付渚 葉の状態
1’1 12腕 無 無 少 良好⊥L■■　　　　　　　　　　　　　　L　　　　　■ 1　　　■■　’　　　止』　　I■

■　一　　　　1　　　　■■1 ■■2’1　　　■　　　1

　〃1　　　　　』　　　　　　　　　…　　　　　H　　　　　　　一皿　　　　……一

〃 ほとんど無し
■　　■■■　　■川1　　11　　　■　11

3 　〃』皿皿　　　　　■　　　　　　　　　■　　　　　　　　1 〃 〃 〃 〃

一　凹ユ4 〃 13肌 　〃■　　　　　　1　　　1　　　■一　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　　⊥　　　　　　　　　　　　　　■

〃 〃 ほとんど無し
5 〃L　　　　　■■　　■■　　■　　　　　　　　　　　11 11■1　　　■1■　『1■　’■　　　■■ 　〃■　　　　　　　　　　　　■■■　　　　　　■ 　〃■　　　■1■■■1L　　■』止■　　　L■ 〃

6 ハンノキ■　　　　　■　　　　　　　　■　　　■　　　　　　■　　　　　　　　■

〃 　〃■■■　　　■一■　　　　　　■ 〃 全く無し
■　　　　■■■■■　　　　　　　　　　■…ユ1止■　　　　　　　L　13㎜

17 ドロノキ 〃 〃 〃 ほとんど無し
8 〃 14π 〃 少 〃 〃

9 〃 15〃 〃 〃 〃 〃
」　　皿L　　　　　　　　　　■

10
ンラカンバ 12π 〃 無 〃 ほぼ良好

倒れ・ゴー幹の折伽亭　　　0％

落　葉　状　況　　　　　70％　ドロノキが一番藩葉しやすい傾向をもつ

降灰断伽

、。覇 灰（N6／0，2．5Y7／1）軽石（φ5～20㎜）にトム レキ土

（㎝）

り払

’．’7

㌃玄．

、・1一・’三
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1977年有珠山噴火による降灰及ぴ泥流による被害調査資料

調査年月H 52．10．9 写　真　番　号
調　査　番　号 ㎜11 調　査　地　点 四十三山からの登山道沿い
地　　　　　形 尾根部 斜面位置・方向・傾斜 山腹中部　北　10。
降　灰　深　度 8㎝一

降灰の組成・特徴 軽石層と火山灰層の二層よりなっている
移　動　状　況 移動は少凌い
柚　生　状　況　　　　　■　　■　　　　　　■　　　　　　　　　■　　』　　　　’

ドロ∠キ・ハ三ノキ．を主とした落葉広葉樹林
甘　’　　　　　　■　’　■　　　　■　　■

枢生被害タイプ D2（被害は軽徴）

枕生被害調査表
κ 樹　禰 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 カツラ■■　　皿■　　■　　　　　　　　　　■　川　　　　■」一 　15π1　　■■■L⊥■■1 無 少 少 良好

’1　　■

2 　12π■⊥L　　　　■　　　　　　　1　■1■■

〃 〃 〃

■　　　　　　1

ほぼ良好
3 13刎 〃 〃 ’’ 〃

■　　　　■　　　　　　　　　　　　1 1　　■　　　　　■　』■
■　　　I　　■」1■

■4 　14刎■⊥■　■■　■■■■■　　■

〃 無 〃 〃
一1　　止■ ■■■■’　1　　　⊥　　　■1　　　o』■■⊥　　■

■　　■

5 　14π■　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

〃 〃 〃 〃
■　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　■■

6 ドロノキL■　　　…　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　■ 17π■　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　■

〃 〃 〃1■＾’　　　　　■一 〃
■　　一

■　　　　　　■　　　L

7 ハンノキ 18例 〃 〃 〃 〃
■　…

8 〃 16π 〃 〃 〃 〃

9 シラカンバL　　　　　　■1■

15π 〃 〃 〃 1’

1O 、二∠！一圭＿、．． ．．．、．14π 〃 〃 〃 〃

ユ’　　　⊥■■■　　　　■　　■■　　　■1■u

倒れ・⊥幹の州〃考　　0％
’■　　　　　　11⊥一　　　　　止　　　　　　　　　一一一■■止』＿■■ 111■　■■H　　　　」■　■　　■　■

洛　火　状　況　　　　　葉量の減少は認められるが，全落葉したものはない。

降灰断面

二二良

（㎝）

灰（7．5Y5／1）細粒の火山灰　砂壌土　レキなし

灰（N6／0，2．5Y7／1）軽石（φ5～20剛にトム　レキ土

　　　（参考断面）

利、
　■、
　戸・．一

滋緩
？・・戸

．”
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国立防災科学技術センター研究速報第41号 1980年3月

調査年月日 52．10．9 写　真　番　号
調　査　番　号 m12 調　査　地　点 有珠外輪山北側
地　　　　　形 外輪山内側斜面 斜面位置・カ向・傾斜刻＿＿＿＿
降　灰　深　度 8㎝

降灰の組成・特徴 軽石層と火山灰層の二層よりなる。周辺に大型の火山レキあり。

移　幼　状　況 ほとんどなし

枢　生　状　況 藩葉広葉樹林

植生被害タイプ A－3（降灰そのものよりも火山弾による被害大）

植生被害調査表
κ 樹　　　　種 樹　　　萬 倒れの布無 枝幹の折損 灰の付蒲 葉の状態
1
一
り
＾

8腕 無 多 少 ほとんと無し

ハンノキ 4閉 〃 多，主幹折 〃 全く無し

3 〃 8例 〃 多 〃 〃

4 ナナカマド 7〃 〃 少 〃 ほぼ良好

5 ハンノキ 8吻 〃 多 〃 ほとんと無し

6 ノ、ノレニレ 7例 有 〃 多 〃

7 ヤマザクラ 6π 無 多，主幹折 少 〃

8 ドロノキ 16π 〃 多 〃 〃

9 〃 12刎 〃 〃 11 〃

1O ハンノキ 7吻 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折損半　　　20％　枝の弼■■一■■一■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1■■■■■川…　一■L洛葉状況　　90％下層植物は比較的落葉少在い

降灰断面

ニニニ麗 灰（7．5Y5／1）細粒の火山灰，砂土 レキなし

灰（N6／0，2．5Y7／1）軽石（φ5～20π〃）にトム，レキ土

周辺にφIOOπ〃程度の火山レキ散在
（㎝）

／杉
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1977年有珠山噴火による降灰及ぴ泥流による被害調査資料

1洲査年月H 写墓 重号　　　　■　　　　■　　　　　　　1　　　1調査番号　　　■　　　　　　u地　　　　形

　52．1O．10■】皿■…■　…　　　1　1L’■1　■　■　＿L＿　　　　＿　■1　　　　＿＿　　N0－131　■■　■　　　　　一　　　　　一

調査地、点　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一斜面位雌・方向・傾斜

全日空沢上流
沢内部 河道部北 5o

降灰深度 5㎝一

降灰の組成・特徴 φ1～2㎝の軽石を主体としたレキ土　周囲に火山弾の跡あり

移動状況 ほとんど移動していない

植生状況 降灰量は少凌いが枝の折損が顕著
植生被害タイフ A3

柚生被害調査表
κ 樹　　不1正 樹　　碕 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態1 12例 無

I■一
多 少 全く無し

2 センノキ1■　　　　　　　　　■1　　　　’ 15π■　　　　川　　』一 山

〃 〃 〃

■
■
3

ほとんど無し
16㎜ 〃 〃 〃 〃

4 16例 〃 〃 〃 〃

一5 15π1■…止■■■1■　　’
　〃凸■川　　　　　　一’ 〃 〃

■11 ■1」■111　I止1　■1』1L＿＿　■
〃

■工6 一■1■I　14例1⊥■■■　■■　　■11　　皿

〃 　〃川’　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　L 〃

1 一■■L■■■　　■』＿u　　＿＿　　　1■
〃

■　’　　　　　　　　1

7
■■　　　　1■

ホオノキ 17刎 〃 〃 〃 〃

8 、⊥． 14π 1L一． 〃 〃

■
〃

9 一11■L ’■1一■1　〃」■’■’■…皿■■ 12〃■　L■■…
〃 〃 〃 〃

10 〃 12腕 〃 〃 〃 〃

倒れ・コ、幹の抑損羊　　　0％　枝の折損は1OO％の樹木で認め　れる

落　葉　状　況　　　　ほぼ100％落葉

降灰断面

、。踵 灰（7．5Y5／1）軽石（φ1O～30㎜）にトム，レキ土

火山灰混入

（㎝）

＼

4∵

’、’
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号 1980年3月

調査年月H 52．10．10 写　典　番　号

調　査　番　号 ㎜l14 調　査　地　点 全日空の寮裏の尾根

地　　　　　形 山慶斜面 斜面位置・方向・傾斜 尾根上部　北東　15。

降　灰　深　度 1．5㎝

降灰の組成・特徴 φ1㎝程度の軽石よりなる。火山灰の混入は少ない

移　動　状　況 ほとんと移動していない
植　生　状　況　1　　　　　　　　　■　　　止　　一　⊥　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

落葉広葉樹林で被害は軽徴
杣1・被讐タイブ D2

植生被箸調査表
κ 樹

種　樹　　　高　■　　　　　　　　’　o

倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1
■

1■　　　　　　’’カツラ

18㎜ 無 無 少 ほとんど無し
■

一＿　二 〃 〃 ほほ良好
〃 少 〃 〃

■
’　■　　　　　　　　　　　　　11　　　■

4 〃 無 〃 ほとんど無し

5 〃 〃 〃

■

6 〃 艮好

7 1’ 15㎜ 〃 1’
〃 〃

■

8 ホオノキ 13π 〃 〃 〃 ほとんど無し

9 イタヤカェデ　　ー　　　　　　　　　　　阯 13閉　■　■　　　■　　L　　　　　　■　■　L

〃 〃 〃 良好
10 ホオノキ

　11腕■　　　■　」　1

〃 〃 〃

■

僅とんど無し

倒れ・主幹の折損率 O％　枝の折損もほとんどなし

落葉状 況

降灰的〒面

1．、睡 灰（7．5Y5／1）軽石（φ5〃ω，最大φ50剛にトム

火山灰混入

レキ土

（㎝）

介
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月目 52．10110 写　真　番　号
調　査　番　号 m15 調　査　地　点 虻田町花和の北
地　　　　　形 尾根状緩斜面 斜面位置・方向・傾斜 斜面下部　北　10。
降　灰　深　度 4㎝

降灰の組成・特徴 黒味のあるシルト質火山灰と細粒の軽石層よりなる
移　勉　状　況 ほとんど移動してい在い
植　生　状　況 幹折れが目立つ　カラマツ人工林
械生被害タイプ C2

杣小被三Ilチ調査衣

κ 樹　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付蒲 葉の状態
1 カラマツ 12π 無 少 多 ほぼ良好

2 　〃1　　　1ユユI一■　　　L■一　　　　　　　　■

14例 〃 〃 〃 〃

⊥11■　　　　　　　L

3 〃 6㎜ 〃 多，主幹折 〃 全く無し

4 　〃■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ」 倒 多 〃 ほとんど無し
5 〃 11肌 無 少，主幹折 〃 〃

　〃■　」■一　　L■■1■■　■　　　　　■

1O肌 〃 〃 〃
1　　■■1　■

ほぼ良好
1L　　　　　■

7 〃 7π 〃 〃 〃 〃

⊥

8 〃 12㎜ 〃 少 〃 〃

9 　10㎜■■■　　■　　　■　　　1　　　　　　　　■■1■1■　　　　　■

倒 多 〃 〃

■　■■　　　■一

1O 〃 12π ．。無 少 〃 〃

倒れ・ヨ幹の折損孝　　60％
1　　1　　　　　　　　■■

落葉状況　　枯死状の3本を除いては落葉していない

降灰断而

l1園
黒褐～黄褐（2．5Y3．5／1）細粒質（ンルト分多い）火山灰
砂壌土～壌土

灰（1OYR6／1）レキ（軽石，岩片φ2～3π〃）をフクム　砂土
基質はφ1〃〃以下の粗砂

（㎝）

一g3一



国立防災科学技術セ：■ター研究速報第4ユ号 1980年3月

調査年月H
52，1O．11　　　　1　■　　　　　　　　1　　　　　　　　■　　一　　　　　　　　　　　1

写　稟董　号
調　査　地　点 昭和新山付近

地　　　　　形 緩い沢型 斜而位雌・カ向・触斜 沢の上　南　15～20。
一　　一

5㎝

降灰の組成・特徴 φ1㎝程度の軽石層の上部にうすくシルト質の火山灰がある。
移　動　状　況 ほとんど移動していない
植　生　状　況 被害の少ないカラマソ人工林
植生被害タイプ D2

枢生被讐調査表
κ

樹樋 樹高 倒れの有無 枝幹の折扱 灰の付箔 葉の状態
1 カフマツ 9π 無 無 少 良好

2 12〃 〃 〃 〃 〃

■
1
3

1■■
〃 1O〃 〃 〃 〃 〃

■■　　　止

4 7㎜ 〃 〃 〃 ほぼ良好
■■　　　■5

〃 〃 〃 〃 〃

■1　　1

6 12π 〃 〃 〃 良好
ユ■

7 〃 〃 〃 〃 〃

8 〃 12肌 〃 〃 〃■　　　■　　　■　　　■　　　　　■　　■一

〃

9 〃 13刑 〃 〃 〃 〃

10 〃 14〃 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折伽率　　O％
■皿皿一　1』皿■1■洛　葉　状　況　　　　O％　被害はほとんと認められない。

降灰断面

l1騒
灰（N5，5／O）細粒軽石（φ1ππ）をフクム，砂土

灰（5Y5／1）レキ（φ2～5㎜最大20冗πの軽石）にトム，砂土

（㎝）

一94一



1977年打珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

1凋査年月］　　　　■　　1　■　　　　　　　　　　　■

写　典　番　号
調　査　番　号

1　　　　　止　　■　■

調　査　地　点　　■　　　』　…　’　　■斜面位置・カ向・傾斜 昭和新山付近　　　　1　　■　　■　　　　　　　　　凹

地　　　　　形 沢沿い山腹 斜面下部　南東　10。
降　灰　深　度 3㎝

降灰の組成・特徴 細粒軽石層が上下二層のうすいシルト質火山灰にはさまれている
移　動　状　況 ほとんと移動していない
植　生　状　況 稀に倒木が認められるカラマツ人工林
植生被害タイプ D2　C3）　窒は軽徴

杣生被害調査表
κ

樹枢 樹｛ 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 カフマツ 10㎜ 無11… 少 一少 良好

■
■
　
　
■
2

ユ　　　　　　■■1　　　■　　■　　　■■〃
1　■1■■■IL　　　■　　止■■1■11例 L　■■一　　　　　■　〃

L■■■
〃 〃1　　　　…L　　　　　　■一■

■’’〃

■　　　　■　■　　■■■■　　　■　　■11

止皿3…　　　　　■　　■

■
11〃■　」　　　■　」■■

〃⊥　■■　　　　　　　　　■　　　　　■

〃 〃
ユ　　　　1■

■　　　　　　　　　1⊥’■〃 ■　　　　　■

4
1
⊥
■
■
■

〃■　　■L■　■1　　■　■［■■　　■　　■ 10π■　　　　　　　　■■■■■
〃■■　　1■■　L1　■」■■■ ’1 　〃』　　　　　　　　　　　　　　…

5 〃 13π 〃 〃

」■　　　■ ■　　　■

’’■　　■■■」111L■■’

6
■ 〃 工2㎜ 〃 〃 〃

■　　　　　　　■ ■　■　　　　■■　1　　　1

〃■一　　■　」■」一■皿■凹’

7 　〃L　　　　…山’■⊥■■
12π1…■■■L　　　　　　　　■

〃 〃 〃 〃

8 〃 14π 〃 〃 〃 〃

9 〃 11肌 〃 〃 〃 〃

1’10 〃山■　　　　　　　　　　■■

．．倒 多 〃 ほぼ良好
例れ・■幹の折打レ 10％
落　葉　状　況　　　　ほとんと落葉認められず

降灰断面

；；塵1 灰（N5．5／O）細粒の火山灰　砂土～砂壌土（細砂）

灰（5Y5／1）細粒軽石（則剛にトム　砂土（粗砂）
灰（N5．5／O）細粒の火山灰　砂土～砂壌土（細砂）

（㎝）

竈鋤、㌻づ、
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国立防災科学技術センター研究速報第41号　1980年3月

調査年月目 52．1O．11 写　真　番　号

調　査　番　号 m18 調　査　地　点 大平の北部

地　　　　　形 山腹斜面 斜面位置・方向・傾斜 山腹下部　南東　30。

降　灰　深　度 35㎝1
降灰の組成・特徴 軽石が非常に多く，全体的に粗粒。間に黒いシルト質火山灰あり。

移　動　状　況 ほとんど移動していない
植　生　状　況　　　　■　　　　■　　　　　　　　　皿　一

降灰量は多いが，植生被害は軽微

植生被害タイプ D1

郁吐被＝．1手調査表

κ 樹　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態一　　　　　　　皿

1 13〃 無 少 少 良好■
1　　　■■■　　　　1■　〃 ■■

2 ハンノキ■　　　　　■■　　　』⊥　■　　　　1　　■■■　　■　　　　　1

12㎜ 〃 〃 ほとんど無し
■
3

■　　　　　　　　　　■　11■」皿　14π

〃 〃 〃

良好’　　　　　I　　■

■ ［1■■　　■

4 センノキ⊥　　　1止　　L⊥■　1■■■■　　■　　　　1一■■

1O㎜ 〃 〃 〃 ほとんと無し
’1川5 ンラカンバ 15〃 〃 〃 〃

良好6 　〃■　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■
　〃■　　　　　⊥　　　　　■　　　　■　1　　■　　■■ 〃 〃

1　■

7 ハンノキ 14例 〃 〃 〃 ’’

8 ドロノキ 14π 〃 〃 多 〃

9 ハンノキ 13㎜ 〃 〃 少 11

10 シラカンバ 13例 〃 〃
■■二

〃

倒れ・主幹の折狽糸　　O％
■一’　　　　　　■』L」止　　　ユー

洛葉状況　　20％
降灰断面

灰（5Y5／1）レキ（φ2～20〃〃の軽石）にトム　レキ土

オリーブ黒（7．5Y3．5／1）ンルト質の火山灰　砂壌土　盤を形成

黒褐～黄褐（2．5Y3．5／1）レキ（φ2～10剛にトム　レキ土

黄灰（2．5Y5／1）レキ（φ20〃〃の粗粒軽石）にトム　レキ土

暗灰黄（2．5Y5／2）細粒軽石，岩片（φ1腕）にトム　砂土

（㎝）

．蟻

　　　　　　　　　＄‘二㌧
．へ三斗’1ξ㌻1シ
　　　　　　　、’4一　　　　　　一：・　“＞
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1977年有珠山噴火による降灰及ぴ泥流による被害調査資料

調査年月日 52．10．11 写真番号
調査番号 岨19 調査地点 虻田～洞爺の国道沿い

地　　　　形 沢形山腹斜面 斜面位置・方向・傾斜 斜面下部　北西　20～25。

降　灰深度 7㎝

降灰の組成・特徴 細粒軽石層とンルト質火山灰の二層よりなるが，ンルト質火山灰が厚い

移動状況 ほとんど移動していない

植　生状　況 幹の折損が目立つカラマツ人工林
植生被審タイプ C1

杣生被害調査表
κ 樹　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1

カラマソー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’’　1

9〃 無 多 多 ほとんど無し
■■　■1’111

2 〃 6㎜ 〃 著，主幹折 〃 全く無し

3 〃 8π 〃 〃 〃 〃

4 〃 12例 〃 多 〃 ほとんど無し

5 〃 13例 倒 〃 〃 全く枯死

6 〃 8腕 無 著，主幹折 〃 ほとんど無し
7 〃 9π 〃 〃 〃 〃

8 〃 7例 倒 〃 〃 全く無し
9 〃 8例 〃 〃 〃

全死1O ） 6㎜ 無 多，主幹折 〃 ほとんど無し
倒れ・主幹の折損率　　70％
落　葉　状　況　　　　ほとんと100％枯死状態で落葉

降灰断面

二ニニ憂 黄灰（2．5Y　5／1）シルト質火山灰　砂壌土　粘りあり

灰（1OY4／1）細粒軽石（φ1㎜）をフクム　砂土

（㎝）
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号 1980年3月

調査年月11 52．1O．11
写　典　番　号　　■　　　　　　　　　　　　」　　1　　　　　…　　　　1　　　　　皿　■　　1

地　　　　　形 山腹斜面
斜面位置・方向・傾斜　　　　　　　■　　　　　　　　　　一　1

1　　1　　■　　1　　1　　1　　■　　1　■　1　■　　■　　一　　　■　■　　一　　　　　　　　止　　　　＾　　■　　　　　　　I　　■　1　　I斜面上部　北西　20～30o

降　灰　深　度 30㎝
降灰の組成・特徴 φ2㎝程度の軽石を主体としている。断面下部に植物遺体あり。

　　　　■　　■　　　　　1　　■リルが発達。ガリー状にえくれているものもある。
移　動　状　況

1　■　　　　　　　　　一

植　生　状　況
降灰量のわりには樹形の乱れは少ない。落葉広葉樹林　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■

杣止被害タイプ A2
柚生被害調査表
κ 樹 種樹

f
‘
n
司 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態

1 ハンノキ■■■’⊥■　　　　■　　　　　　　　止」’ 8㎜ 無 少 少 全く無し
I　　　　一

2 イタヤカェデ
　12㎜■　■L■　　　　＾　　　■　■　一1

〃
1　　　　■新芽吹出し

■ 一　14πI　■■　　　　　1　　　　■⊥　　　　　　　’L

．∠ 〃

■■

全
く
無
し
■

4
…

　13π11　　■　　　　　　　■　　　　　■1　　■　　L　　　’1　　　　　■■
〃’　　　　　■　　　…　　」…皿　　　　　　」一 　〃」』　　⊥L　　　　　山L ほとんど無し

■■　　■　　■ ■　　　　　　　　　■■ 1

15㎜ 〃 11
　凹■新芽吹出し

■ ■　　■　　　　　■■■　　　■

6 〃
10π1　　　　　　　■　　■　　　■　　　■　　■

〃

7 7㎜
　〃1■　　　■　　　　　　　　　■　　　　　■

少，主幹折■　　　1■■■1　　　　　　　　　　　　　　　■

〃

■　　　■　■　　　　■　　　　　　■　　　　　　　　　■

■■ 1 ■　　■　　　　　　　1

8 イタヤカェデ 12π 〃 少 ’’ 新芽吹出し

12㎜ 〃 11 〃

■■■　　　■■　　　■ ■ 1■　　1　　　　　■　■

10

■■■　　■』川』L

　12㎜1　　　■　　L　　　　　　⊥L　　■　　　　　1　　　　皿　　　　1－1■　　■　　■1　一
　〃■　　■皿　　　　　■　　　　　　u　　…■川　　　　　　　　　　　　　　1’

　全く無し』一　　1　　　■■

’　　　⊥　　　　　　　　　1　　　　　’1’’

倒れ・土幹の折似率 0％枝折れも少ない
川I■1　　　　　　　工’　　　　　　　　　■

’1’落葉状況 新芽を吹いているものが多く，一時的には全落葉と考えられる。

降灰断面

灰（7．5Y5／1）軽石（φ5刑π）をフクム　砂土

灰，灰白（N6／O，2．5Y7／1）粗粒軽石（φ5～20剛にトム レキ土

黒褐～黄褐（2．5Y3．5／1）軽石（φ2～5剛にトム レキ土

褐灰（10YR4■1）粗粒軽石（φ5～70㎜）にトム　砂土
29．O

（㎝）

．　．㌻

や

■

字

’㌻

，電

㌧■・

も
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工977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日 52．1O，12 写　真　番　号
調　査　番　号 m21 調　査　地　点 有珠外輪山南側
地　　　　　形 外輪山内側斜面 斜面位置・方向・傾斜 尾根直下　北　15～20。
降　灰　深　度　』　　　■　　■

7㎝一

降灰の組成・特徴 ．細粒軽石層の上にシルト質の火山灰層がのっている
移　助　状　況 リルが発達

杣　生　状　況 外輪山内理で多るが，枝は比較的残っている
植生被署タイフ A3

柚生被苫調査表
κ 樹　　　種 樹　　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 8肌 無 多 多 全く無し
2 〃 〃 〃 〃

12㎜1止　　　　　　　　　L　　　　■　　　1■　　■　　　　1　■

　　〃止　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　■　■　■　　　　　　　　　　　　111■ 少 少
…　　　川　　　　　…　　　　　　　　　　　　　止　’

ほとんど枯死…　一　　　　　　　　　’

4
…

ンラカンバ止⊥　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　■　　1　　　　　　　　■　　　　　1

　　〃■　■　■　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　1　　　　■皿一 多，主幹折 全く無し
5 イタヤカェデ11　　■■　　　1　I…　■　■止　　　　■■　　　■I■　　■

一　　　⊥　　　　　1

8例 〃 少 〃

一

1
新芽吹出し

6 ハンノキ 12〃 〃 多，主幹折 〃 全く無し
7 イタヤカェデ 10肌 〃 少 〃 〃

8 ハンノキ 10吻 〃 少 〃 ほとんど無し
9 イタヤカェデ 9肌 〃 少，主幹折 〃 新芽吹出し
10 ホオノキ 13〃 〃 多 〃 ほとんど無し
倒れ・主幹の折損率　　　30％

1⊥　　　　　　　　　　1

一落　葉　状　況　　　　ほとんど全落葉，現在新芽が吹いているものもある

降灰断面

ニニニ豪 灰（7．5Y6／1）細粒火山灰，砂土～砂壌土

灰（10Y5／1）細粒の岩片（φ1～2剛にトム　砂土

（㎝）

㌧ジ仁1

　1ノ／1・・

　　　　’ま

；．・1、・

’＜脱

．’ア
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国立防災科学技術センター研究速報第41号 1980年3月

洲査年月1」 52．1O．12 写真番号
調査番号 N0．22 調査地点 目動車登山道沿い

地　　　　形 山腹斜面 斜面位置・方向・傾斜 斜面上部　南西　15～20。

降灰深度 2～3㎝ユ

降灰の組成・特徴 細粒の火山灰，アワ状の軽石片をフクム

移動状況 ほとんど移動していない
植生状況　　　　■　　■　　　’　　　■　　　　■

紅葉期の藩葉広葉樹林

柚生被害タイブ D2

械生被害調査表
κ’■ 樹　　秘 樹　　高 倒れの有無 枝幹の折狽 灰の付茄 葉の状態■　　1　　　　　　　　　　　■　　　’　　　　　　　■ ■■　　■　　■　u　　　1

1 無 無 少 良好2 ’’
　〃■■■　　1　　■■■　　⊥　　　　L」 　〃1　　I■■　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　’■ 〃 〃

■　　　　　　　1■　　■　　　■

3 ドロノキ 14㎜ 〃 〃 〃 〃

4 イタヤカェデ 10〃
1’ ’’ 〃 〃

■
■　　　　’1　　■■

5
川

ハンノキ■1　　一　　　　　　　　■’　■⊥ 　11耐■■　　　　　■　　　1　　　’　　■■　　■
〃 〃 〃 〃

6
■
　
　
　
　
■

10腕■　　　　　　　■　　　L　　■　　　　　　　■

〃 〃 〃

7 ドロノキ 13m 〃 11 〃 全く無し

8 シラカンバ 1O例 〃 〃 〃

良好9 センノキ 13例 〃 〃 〃 1’

10 ンラカンバ 10腕 〃 〃 〃 〃

倒L・主幹の折損孝　　　o％
［　　皿　』　　　　　　L⊥　　　　　　　　　　■

洛　葉　状　況　　　　10％　落葉期に八っているものもある。

降灰断伽

。．。醒憂
（㎝）

灰（N5．5／0）細粒火山灰　砂土　下部に細粒の岩片（φ1剛をフクム

），！
・

一蟹

ぽポ1
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1977年有珠山噴火による降灰及ぴ泥流による被害調査資料

調査年月日 52．1O．13 写　真　番　号

調　査　番　号 N0．23 調　査　地　点 香川の南　国道沿い

地　　　　　形 沢地形 斜面位肚・プゴ向・傾斜 沢最上部　北西　35。

3～4㎝一

降灰の組成・特徴 ンルト質火山灰とうすい細粒軽石層の二層よりなる
移　動　状　況 ほとんど移動していない
柚　生　状　況　」　　1　」　　　　止　　　　　　　　　　　…　1

幹の折れが目立つ落葉広葉樹林

椀生被害タイブ

柚生被害調査表
κ 樹　　種 樹　　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態

1O肌 倒 少 多 ほとんと無し1
一
n
6

1■■一』■　　■■」　　　　　　■　　　■ミズナラ

12刎 無 多 〃 〃

3 ホオノキ 7π 〃 著 〃 全く無し
4凹

イタヤカエテ凹　　　　　　　　　皿　　　　　　　　　　…

9㎜ 11 多 〃 ほとんと無し

5 ミズナラ 7刎 〃 著，主幹折 〃 〃

6 イタヤカエテ 1Oπ 〃 少，主幹折 〃 〃

　一“ンア 6π 〃 著，主幹折 〃 全く無し7
1
一
〇
〇
一
q
u

〃 12㎜ 〃 〃 〃 ほとんど無し

カツラ 14〃 〃 〃 〃 〃

10 　一“シア 14〃 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折狽率　　　70％

落　菓　状　況　　　　ほとんと100％落葉

降灰断面

葦二9■8 黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1）シルト質火山灰　砂壌土～シルト質壌土

灰（10Y6／1）細粒軽石（φ1剛にトム　砂土

（㎝）

夢∵て
　　　’

一、．3一比二・
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号 1980年3月

調査年月日 52．1O．13 写真番号
調査番号 m24 調査地点 香川，神社の裏

地　　　　形 平坦面 斜面位置・方向・傾斜

降灰深度 3～4㎝一

降灰の組成・特徴 ンルト質火山灰の薄層が上下二層の細粒軽石層にはさ一まれている

移動状況 ほとんと移動していない

植生状況 トドマツ人工林

植生被害タイプ C3

植生被害調査表
κ 樹　　種 樹　高 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 トドマツ 14腕 無 少 少 ほほほ良好

2 〃 8閉 〃 多，主幹折 著 〃

3■■■■』

〃 ．少，主幹折 〃 〃
■　　　　　　　　1　　　　　　　　□

4
■
　
1
　
■ 〃 8例 〃 少，垂下り 多 ネクロシス発生

ユ5 13㎜ 〃 〃 〃 〃

‘

6 　〃■　　1■　　■1　1　　■1　　　1　　■■　　　■11■　　　■　11
　10π■　　1　　■　　■■　一⊥　　1　　　　　■　　■　　■1　　　　■　　1　　　　　1⊥

〃 少，主幹折 著 全く無し

7 〃 14㎜ 〃 少 多 ほぼ良好

8 〃 12π 〃 〃 〃 ネクロシス発生

9 〃 13肌 〃 〃 著 ほぼ良好
1O 〃 12㎜ 〃 11 〃 〃

倒れ・主幹の折損率　　　30％　枝の下垂が目立つ

落葉状況　　10％ネクロシスが発生しているものが30％

降灰断面

…餐覇 灰（7．5Y5■1）細粒軽石（φ〃〃）にトム　砂土

黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1）ンルト質火山灰，砂壌土～シルト質壌土

灰（1OY6／1）細粒軽石（φ1～2剛にトム　砂土

（㎝）

㌧．

　　、
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

洲査年月一 52．1O．13 写　典　番　号
調　査地点■一■I　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　一

成香の南東　国道沿い
平坦面 斜面位置・カ向・傾斜

降　灰　深度 5㎝ユ

降灰の組成・特徴 シルト質火山灰の薄層が上下二層の細粒軽石層にはさまれている。

移　動状況 ほとんど移動していない

植　生状況 カラマソ人工林

柚生被害タイプ C2

枢生被害調査表
κ 樹　種 樹　島 倒れの有無 枝幹の折損 灰の付着 葉の状態
1 12π 無 少，主幹折 多 ほぼ良好
2L’　　　■

〃 〃 11 〃

〃
　13〃■■■　　　■■　　　■　　　■■1■　　■■■■’

　〃■　　　　　　　　　　　　　1’一 ．多，主幹折、 〃

■

ほとんと無し■　　■’‘一

4
’
⊥ 〃 〃 多 〃 ほぼ良好
5■　　■■　　■

　〃■　　■　　［　■　　■　　■　　ユ　　　1　■　　■」■
　13例■　　　　　」　　　■　　　　■　　　■　　　　　　　　　1　　■■　　　L

　〃I＾　　■　　皿■u　　　　　■　1　L　■　　■　　■　　■　　　■
著，主幹折■　　　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

〃■1■　　　　　　　　一■　　1 全く無し
6
⊥
■
　
　
■ 〃

13例■　　　■一1　　　　　■1

〃 少 〃 ほとんど無し
■■

7 〃 13〃 〃 多 〃 〃

8 〃 12肌 〃 〃 〃 ほぼ良好

9 　11－1　一　　　　　　　　　　　　■　　　■　　　　　　　■ 　10〃1ユ1■■■一■■11■1■o■■■1 〃
ノ」・ 〃 〃

1O 〃 11π 〃 〃 〃 〃

倒れ・主幹の折損孝　　　60％

落喋状況　　40％
峰灰断面

褐灰（1OYR5／1）砂質火山灰，砂土，レキなし

黄灰（2．5Y4／1）ンルト質火山灰，砂壌土～ンルト質壌土

褐灰（10YR6／1）細粒軽石（φ1～3㎜）にトム　砂土

（㎝）

レ

・“
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号　1980年3月

調査年月日　　　　　　1　1　一’
写　真　番　号

調　査　番　号 D－2 調　査　地　点 大平の西

地　　　　形 平坦地 斜面位置・方向・傾斜

降　灰　深　度 10．5㎝

降灰の組成・特徴 φ1㎝の軽石にトム。表層にやや細粒の火山灰層がのっている。
移　動　状　況 ほとんど移動していない
植　生　状　況 周囲の樹木はほとんど被害を受けていない
植生被害タイプ D1

降灰断面

O．5 灰（5Y6／1）細粒火山灰　砂土

黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1），軽石（φ5～20“〃最大30㎜）にトムレキ土

4．5

灰白（7，5Y7／工），軽石，岩片（φ3㎜）にトム　砂土

75

灰（5Y55／1），細粒の軽石，岩片にトム　砂土

10．5

（㎝）

調査地点は平坦な畑地，被害作物は不明も全滅したものと推定される。

周囲の樹木は，広葉樹・針葉樹とも，ほとんど被害を受けていない。

降灰断面は，表層部に乾燥した灰色のうすい火山灰があり，細粒質のため

堅くしまっている。断面全体に粗砂～細レキが大部分を占め，ガサガサし

た感じである。
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月］ 52．10．7 写典番号
調査番号 D－1O 調査地点 外輪山北西の沢

地　　　　形 沢 斜面位置・方向・傾斜 10o
降灰深度　　　■　　　　止　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　■　　I　　　■　　　　　■　■

93㎝
降灰の組成・特徴　一　　　　　　　　■’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』 粗粒の軽石，岩片にトム。間に細粒の火山灰層をはさむ。
移動状況…　　　　　　⊥　　　　■　　　　　　　　1　■　　　　　　　　　1　　　1　　　　山　’　　■　■　　　■　　　■

杣生状況　　一　　　　　⊥…■　一　　　　　　　’　　　　⊥1　1　　－　　1
　枝の折損顕著も主幹の折れ　倒れは認められない＿＿一1＿．．　　．」　　　　　　■　　　　　　　　　　■　1　　　　』　　　I　　　　　　　』ユ■■」1

杣生被讐タイプ A2

降灰断面

1O

30

42
50

66

86

93

（㎝）

褐灰（10YR4．5／1），軽石，岩片（φ1O“π）にトム　砂土

灰白（2，5Y7／1），粗粒軽石（φ10～70η蜆）よりなるレキ土

上部がやや粒径細い

黒褐～褐灰（1OYR3．5／1）軽石，岩片（φ5～1O“〃）にトム　砂土

灰（N4／O）細粒火山灰，レキほとんどなし（シルト分多い）

黒褐（2，5Y3／1）軽石（φ5～20㎜）にトム　レキ土

灰（7．5Y5／1）軽石（φ5～20㎜）にトム　レキ土

褐灰（1OYR4■1）岩片，軽石（φ5㎜）にトム　砂土

最も降灰量の多い地域の断面で，谷底のガリー状にえぐれた壁面をけずり

とったものである。

第1層はやや細粒の火山砂レキよりなり，セメント状に堅くしまった状態

になって呑り，雨水の浸透能は低いと考えられる。2層は厚い，ほぼ均一

な大きさ（φ30剛の軽石よりなっている。

2層の下部は，軽石よりもやや粒径の細い砂レキが多く，区分して第3層

とした。

繁識’．
㍗ψ‘

繋纏
、一一・、玄、

第4層はシルト分が多い
青味を拾びた火山灰で，

遠方で降雨とともに降下

して，植物に大被害をも

たらした火山灰と推定さ

れるo
第5層は茶　色によごれ

た軽石を含む砂レキ層で

全体に色調が暗い。

第6，7層は軽石と砂レキ

より構成され，下部で粒

径が細くなっている。

周囲の広葉樹は，細い枝

はほぼ失われているが，

樹形全体は原形を保って

いるo
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国立防災科学技術センター研究速報第41号 1980年3月

調査年月 目 52．1O，1O 写 真 番 号

調 査 番 号 ■　皿　　　』1＾

D－11 調 査 地 点 月 浦
地 形

1万 1

山麓緩斜面　　　■　　■　一

斜面位置・方向・傾斜
　■　　　1斜面下部

東 10～15o
降 深 度

■

　　■　　　　一　…凹降灰の組成・特徴

　8．O㎝■　L

■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　」…　　　　　’　　　I　■軽石片にトム。最上層にンルト質火山灰がのっている。

移
動
L

状
1 況 リル発達　　　L L一　　一

植 状 況止　■ 広葉樹は枝の折損顕著
L　■

柚生被害タイブ
1　　…　　1　■　■　　　■　　皿　　　■　　■　　LC1～C2

1　■　　…　L　　1　■

カラ＝ツは主幹の折損顕著　　　　　　　　一■　　⊥　皿　■■　　■　　　　■　　1

凹
降灰断面

15
黄灰（2．5Y4／1）ンルト質火山灰，砂土～砂壌土（ンルト分多く粘りあり）

褐灰（1OYR6／1）軽石（φ2～5剛にトム　砂土

5．O

7．0

8．0

（㎝）

黄灰（2．5Y4／1）黒味のある軽石（φ1～2π腕）にトム　砂土

灰（5Y5．5／1）細粒の軽石（φ1〃〃）をふくむ　砂土
下部は細粒質で粘りがある。

被害作物は不明も，全滅。

降灰量は約8㎝と少ないが，作物被害は著しい。周囲の広葉樹も校折れが

顕著である。重た，降灰にお拾われた畑地は，緩傾斜面上であるため，リ

ルが発達して沓り，今後の管理に障害を与えそうである。

三・言．

．μ奉
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月目 52．10．10 写　真　番　号

調　査　番　号 D－13 調　査　地　点 香川の東，国道沿い

地　　　　　形 平坦地 斜面位置・方向・傾壁

降　灰　深　度 4．O㎝一

降灰の組成・特徴 細粒軽石にトム層と，シルト質火山灰の薄層との2層よりなっている

移　動　状　況 な　し

植　生　状　況 カラマソ幼令林の被害甚大

植生被害タイプ

降灰断面

1優
黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1）シルト質火山灰，砂壌土～シルト質籔土

灰（10Y6／1）細粒軽石（φ1剛にトム　砂土

（㎝）

降灰によって，全滅したトウモロコシ畑の断面である。シルト質の火山灰

は1ω前後と少ないが，作物披害は極めて大きい。

周囲の樹木のうち，特にカラマツの幼令林がほとんど全て倒伏している。
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号　1980年3月

調査年月目 52．10．10 写　真　番　号
調　査　番　号 D－14 調　査　地　点 成香の東　国道わき
地　　　　　形 平坦地 斜面位置・カ向・傾斜

降　灰　深　度 6㎝一

降灰の組成・特徴 細粒の軽石にトム層の上にシルト質火山灰の薄層がのっている
移　動　状　況 ほとんど移動していない
植　生　状　況

植生被害タイプ

降灰断面

1鰯
黒褐～黄灰（2．5Y3．5■1）シルト質火山灰　シルト質壌土

灰（1OYR6■1）細粒軽石（φ1～3㎜）にトム　砂土

（㎝）

D－13地点と同様，全滅したトウモロコシ畑の断面である。D－13に比

ぺて，細粒軽石の割合・粒径がやや大きい。被害を受けたトウモロコ㌣も，

倒伏しているものは比較的少ない。

周囲樹木のうち，トドマツの屋敷林は，枝の下垂が目立つ程度で，枝折れ

などは認められない。

一般に，樹令の若いものほど被害が大きい。
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日 52．1O．10 写真　番　号

D－16 調査地　点 ゴルフ場の北
地　　　　　形 山腹沢型斜面 斜面位置・カ向・傾斜

4㎝一

黒褐のンルト質火山灰が上下2層の細粒軽石層にぱさまれている
．一　リルやや発達

主幹・改の折損が著しい広葉樹林　　　■■■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』Lu　　　　　■■　　　　　』

植生被害タイブ C1～C2

降灰断山i

褐灰（1OYR5／1）細粒軽石（φ1剛にトム　砂土

黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1）シルト質火山灰　壌土

褐灰（10YR4／1）細粒軽石（φ1剛をフクム　砂土

（㎝）

調査地点は，標高500π程のゴル7場に続く，道沿いのンラカバを主とする

落葉広葉樹林である。

植生被害は，主幹の折損が著しく，50茄前後の割合となっている。低木層

は比較的被害は軽微で，緑葉を保っているものも少くない。

帖・

　　　　　紬
　　　　残　　　　　　　　■　1　　　　　　　　、　　　　　　　　　＾　　　　　　　　■　　　　　　　　　’　　　　　　・二甘
　　　　　　　　　　　　　　　　　一、　　　’’’　　　　　㌧
　　　　　　　　　　　　　　べ。
　　　　劫　汚γ、
　　　　’∵　　二1’．去∫’・
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国立防災科学技術セソター研究速報第41号 1980年3月

調査年月］ 52．1O．12 写’典番号
調査番号 D－19 調査地点 立香
地 形 山蔵緩斜面 斜面位置・方向・傾斜 斜面下部北西 5～1Oo

降灰深度 O．5㎝

降灰の組成・特徴 シルト質火山灰の薄層のみ
移動状況　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　’

な　し

植生状況 ほとんど被害室受けていない
植生被害タイプ D2

降灰断面

0．5■■■■■■

（㎝）

灰（5Y4／1）シルト質火山灰 砂壌土

調査地点は，立香付近の畑地である。作物被害については不明である。

周囲の樹木にはほとんど被害は認められないが，ヵラマソの末端枝が

灰の付着によって下垂している。
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

調査年月日’’　一’凸■　　　　　■

52．10．12 写　真　番　号
調　査　番　号 D’24 調　査　地　点 東関内の北

一地　　　　　形　’　　…　　一　一　川　　　　　　　　…　　　　1　」　凹
　　丘陵地下部止甘皿　　1■1…　…’　　■■」■　　　　■　　　　1　■

斜而位雌・方向・倣斜’　　　　1　　　　　一　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　■　1　1

斜面下部　北西　5。

降　灰　深　度 10㎝一

降灰の組成・特徴 軽石にトム砂レキよりなる。黒味の強いシルト質火山灰の薄層をはさむ。
移　動　状　況 ほとんど移動していない。
植　生　状　況 カラマ！，広葉樹とも被害は軽徴
杣生被害タイブ

降灰断面

1．0

3．0

4．5

4．8

7．O

灰オリーブ（5Y4／2）細粒火山砂レキ（軽石をフクムφ1㎜）砂土

灰オリーブ（5Y5／2）軽石（φ2～1O剛にトム　砂土

肇ヂ；薫鰍≦珊跳階灯農軽濠姦ヱクムφ岬）砂土

黒褐～黄灰（2．5Y3．5／1）細粒軽石（φ1～5㎜）にトム　砂土

黄灰（2．5Y6／1）軽石（φ2～1O㎜〃）にトム　砂土
10．0

（㎝）

調査地点は緩傾斜の畑地で，被害作物は不明であるが，ほぼ全滅と推定

される。

周囲の樹木の被害は比較的少ないが，気門別川に沿った谷斜面の広葉樹

に枝・幹の折損が著しい。これは，部分的に，降雨に混じって降灰した

地域に限定してみられる現象と考えられる。

一111一



国立防災科学技術セソター研究速報第41号　1980年3月

2．泥流調査

2－1　現地調査期間と調査範囲

　泥流調査は植生被害調査と並行して，10月6日～13日の8日間実施した。

　調査範囲は，降灰量の多い有珠山周辺とし，特に調査時期に拾いて既に泥流の発生が報告

されていた入江地区の4本の沢，拾よび洞爺温泉町に流出が予想される，金比羅山地区周辺

に限定して現地調査を実施した。調査範囲参よぴ調査地点の位置は，別添の図M－1，M－2

に示すと拾りである。

　2－2　調　査　方　法

　調査範囲のうち，既に泥流の発生している入江地区の4本の沢に拾いては，泥流の流下路，

堆積地・侵食地などの土砂移動の状況，泥流物質の組成，流出範囲等について調査した。

　金比羅山周辺に拾いては，顕著在泥流の発生がみられないため，各漢流内の降下堆積物の

移動状況，不安定土砂の有無在どについて調査した。

、、““’“仏　、　““旧い””“㌔’へ“）一㌔いへ　＼、」“
ミ 洞爺湖温泉町
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1977年有玖川噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

A地区aの沢

Aa－3
aの沢最上流部のガレ場。

降下堆積物は少なく，リ

ルの発達も見られ在い。

一1い一f

　〆。・．．

　㌧。、＝中」…㍗．

　～o；。

Aa－2
中流部の河床状況。

上流からの土砂供給はな
く，安定している。

§’

．、。I

Aa－1
下流部の河床状況。

降下堆積物はわずかで，

ほとんど移動は認められ
ない。
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＝二㍗

＾．瀦ぺ．

’3

A地区bの沢

Ab－6
A地区bの沢の最上流部。
尾根付近の地表状況。降

下堆積物の移動が始まっ
ている。

　　　　　㌦・・

緊く套寒
　　　ノー、』’　一
　　’二琳

ぷ

Ab－5
斜面に発達したリル。

深さは10～15㎝程度。

’獺一・

ξ・㌻ぐ㌣総

Ab－4
上流部で上記のリルが集

まってガリーを形成して
いる。
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1977年有珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

一四一．． Ab－3
中流部の泥流の水みち跡。

樹皮がはぎとられ泥流の

激しさを物語っている。

簿嚢竈

Ab－2
中流部の河床状況。

軽石が2～3πの厚さで
再堆積している。

Ab－1
断層状の起伏が流出路を

さえぎって拾り，上流側

からの土砂はここで移動
を停止している。
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吻’

B地区

B－6
上流部の山腹の状況。

最上層の火山灰はすでに

流出しており，下層の軽

石層が移動しはじめてい
る。

B－5
沢の上流部，山腹からは，

リルによって土砂が供給

されている。

B－4
上流部の河床状況。

河道一杯に軽石が再堆積

している。河道巾は約4
〃である。
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二
／

小

、＝1・川｝一・’1二一、

更、

B－3
中流部の河床状況。

堆積物上に数回の泥流の

流下痕が認められる。山

腹からの土砂供給も盛ん
である。

箏 　叙甘’
　　鴻1

’’　“・

B－2
下流のポンプ小屋付近の

河床状況。埋まったフェ

ンスから考えて，1〃以
上の降下堆積物が存在す

ると推定される。

’釧一一㍍

B－1
下流部ですすめられてい

る砂防ダムエ事。山腹に

は7エンスが設置されて
いる。
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C地区

C－1
金比羅山北西部。

降下堆積物は30㎝以上
あり，流下を開始すると

容易に住居地に達する状
況にある。

’ル

一　　4　’　1　　　・　・

11て㌧　　　　　’　、メ・

〃　7　　1．二玲．、■r「一一．’二

拍｝ピ

C－2
木の実団地付近の山腹状

況。降下堆積物は50㎝

以上あり，降雨時による
流下は必至である。現在

山腹にフェンスを設置し

て，土砂移動を防止して
いる。
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1977年打珠山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

～．

一．ん

入江地区1の沢

1－5
上流部の河床状況。

河床に1×1刎大の礫が
大量に押し出されている。

この状態が最上流部まで
続いている。

一b’　　’か・

愁

1－4

中流部の谷幅の広くなっ

た部分に，上流部からの

礫が堆積している。河床

幅は25～30吻位である。

㌧総．

ヤ　　・

1－3

上記堆積地帯の下流側か
ら始まる侵食　粘土質の

火山灰であり，流水に対

する抵抗が極めて小さい。
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1－2

この辺りは河床勾配が緩

く過去の泥流の堆積地で

ある。この堆積地が今回

の泥流で再侵食されてい

る。流路は約深さ3閉x
幅2．5例である。

1－1

果樹園に流出した泥流

痕。堆積は薄いが，礫
（φ50～70㎝）の供給

が多い。
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入江地区2の沢

　　　　　　　　　　　　　　　　2－4
．麓繋濠蜜稽、増中流部の河床状況。

大きな礫は少なく，20×

20㎝大が主である。堆
積深も薄く，せいぜい

30～50㎝と考えられる。

巨大な礫はこれより上流

の河床で移動を停止して
いる。

2－3

下流部には古い堆積地が

あり，ここでの侵食が著

しい。再侵食地帯の最上
流部。

“、

2－2

この再侵食地帯の下方に

拡幅部があり，上流より

の土砂は一部堆積してい
る。
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’宇，・

k吋・
、レ4謡

2－1

2の沢の泥流の流出部。
下刻が著しく1．5〃ほ

ど堀り下げられている。

φ2閉ほどの巨礫も運

ぱれてきて拾り，これ

らはすぐ上部の1日堆積

地から供給されたもの
と推定される。

臥
純、ξ彩

ε

　　“
　　十。レ

；霧翻
、・・！紗。

入江地区3の沢

3－3
上流部の河床状況。

礫，火山灰が多いが，

比較的穏やかである。

鰹1塗望麦＝

　　　鰹

二却硲二享

3－2
中流部の河床状況。

河道幅5㎜前後で全体

に火山灰の供給が多い。
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1977年イ淋山噴火による降灰及び泥流による被害調査資料

3－1
旧堆積物を下刻して流路

が形成されて春り，深い

所で2㎜以上堀り下げら
れている。このあたりは
ローム層が分布している。

入江地区4の沢

4－4
4の沢上流部，西山南西
山腹の植生被害状況。ほ

とんど全ての樹木が，倒

伏・折損している。

4－4
4の沢上流部の河床状況。

礫は少なく火山灰の堆積

が比較的多い（山腹で
15㎝）。
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碍

、畿繁；1盗二・・

・バム。■

　、一ソ

4－3
道と沢の交叉部で下流側

からガリーが形成されて

いる。

4－2
下流の旧堆積地で形成さ

れたガリー侵食，巾1・5

㎜深さ1．5例程である。

4－1
道路を河道として流出し

た，4の沢の泥流痕。道
路からはずれた部分では，

深いガリーを刻んでいる。
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